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鳥
谷
部　

茂 

先
生
―
そ
の
人
と
学
問

堀　

田　

親　

臣

　

鳥
谷
部
茂
先
生
は
、
平
成
三
〇
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
定
年
に
よ
り
広
島
大
学
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
広
島
大
学
で
は
、
平
成
三
年
に

着
任
さ
れ
て
か
ら
二
七
年
に
わ
た
り
、
研
究
、
教
育
お
よ
び
大
学
行
政
に
お
い
て
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
自
身
、
院
生
時

代
か
ら
、
先
生
の
教
育
・
指
導
を
受
け
て
き
た
学
生
の
一
人
で
あ
り
、
先
生
と
同
じ
広
島
大
学
の
教
員
と
し
て
、
先
生
の
ご
退
職
に
臨
む

こ
と
が
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
先
生
の
広
島
大
学
で
の
二
七
年
の
う
ち
、二
三
年
も
の
間
、広
島
の
地
で
、先
生
の
様
々

な
活
動
に
か
か
わ
ら
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
先
輩
方
を
さ
し
お
い
て
、
こ
の
文
章
を
書
か
せ
て
も
ら

う
こ
と
に
申
し
訳
な
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、
長
年
、
先
生
と
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ
た
利
点
を
活
か
し
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
等
を
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

ご
経
歴

　

鳥
谷
部
先
生
は
、
昭
和
五
一
年
に
法
政
大
学
法
学
部
を
ご
卒
業
後
、
設
置
さ
れ
て
間
も
な
い
筑
波
大
学
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
学

専
攻
に
進
学
さ
れ
、
椿
寿
夫
先
生
の
ご
指
導
の
下
、
民
法
の
研
究
を
は
じ
め
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
六
年
に
同
研
究
科
を
修
了
、「
権
利

担
保
の
研
究
」
で
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
、
同
年
四
月
に
近
畿
大
学
法
学
部
に
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
三
年
に
広
島
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大
学
法
学
部
助
教
授
（
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
法
律
学
専
攻
も
担
当
）
と
し
て
赴
任
さ
れ
、
翌
年
法
学
部
教
授
、
平
成
一
六
年
の
大
学

院
法
務
研
究
科
設
置
に
尽
力
さ
れ
る
と
共
に
、
同
研
究
科
の
民
法
教
員
と
し
て
、
設
置
間
も
な
い
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
、

教
材
作
成
等
を
含
め
、
先
導
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
平
成
一
九
年
に
は
、
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
・
法
学

部
で
の
教
育
・
研
究
を
充
実
さ
せ
る
必
要
性
と
の
関
係
か
ら
、
再
び
同
研
究
科
の
教
授
と
な
り
、
平
成
三
〇
年
に
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
法

学
部
、
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
、
同
法
務
研
究
科
に
お
い
て
、
多
数
の
学
生
の
教
育
・
研
究
指
導
に
従
事
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

２　

広
島
大
学
で
の
教
育
・
学
生
指
導
の
様
子

　

鳥
谷
部
先
生
は
、
広
島
大
学
で
、
赴
任
さ
れ
た
当
初
以
降
、
主
に
物
権
法
の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
法
務
研
究
科

に
移
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
物
権
法
に
加
え
、
民
法
総
則
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
社
会
科
学
研
究
科
・
法
学
部
に
戻
ら

れ
て
か
ら
は
、
民
法
総
則
、
債
権
法
の
講
義
を
担
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
多
く
の
方
が
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
学
生
さ
ん
の
指
導
に
非
常
に
熱
心
で
す
し
、
学
生
さ
ん
が
困
っ
て
い
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
れ
ば
、
親
身
に
な
っ
て
お
話
を
聞
か
れ
、
個
々
の
学
生
さ
ん
に
必
要
な
助
言
・
サ
ポ
ー
ト
を
惜
し
み
な
く
な
さ
っ
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
（
私
自
身
が
そ
の
経
験
者
で
、
平
成
二
八
年
の
入
院
に
際
し
、
広
島
市
内
の
病
院
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
言
い
尽
く

せ
な
い
感
謝
を
し
て
い
ま
す
）。
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
先
生
で
す
の
で
、
学
生
さ
ん
に
も
、
先
生
を
慕
っ
て
い
る
方
は
非
常
に
多
く
、
最

終
講
義
に
代
え
て
平
成
三
〇
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
「
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
総
括
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
非
典
型
担
保
の
意
義
と
課
題
」
に
は
、
本
当
に
多
く
の
卒
業
生
・
修
了
生
な
ど
が
集
ま
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

先
生
の
研
究
室
に
は
、
毎
年
、
多
く
の
ゼ
ミ
生
、
院
生
さ
ん
が
所
属
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
民
法
ゼ
ミ
で
す
の
で
、
法
曹
を
志
す
方
も
複
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数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
特
に
物
権
法
担
当
と
い
う
こ
と
か
ら
、
司
法
書
士
を
目
指
す
方
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
に
記
憶
し
て

い
ま
す
（
現
在
、
法
学
部
の
不
動
産
登
記
法
の
講
義
を
担
当
し
て
も
ら
っ
て
い
る
方
を
含
む
）。
ま
た
、
先
生
の
ゼ
ミ
は
、
進
路
と
の
関

係
で
特
化
し
て
お
ら
ず
、
公
務
員
志
望
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
希
望
と
い
う
方
も
多
く
、
様
々
な
方
面
で
活
躍
を
希
望
さ
れ
る
学
生
さ
ん

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
所
属
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、鳥
谷
部
先
生
は
、研
究
者
養
成
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
お
ら
れ
、

こ
れ
ま
で
数
多
く
の
方
が
、
研
究
者
を
目
指
し
、
研
究
室
に
所
属
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
懇
切
・
丁
寧
な
ご
指
導
を
受
け
、
各
学
生
・
院

生
さ
ん
の
努
力
も
合
わ
さ
り
、
現
在
、
多
く
の
方
が
、
法
曹
・
行
政
・
実
業
界
、
大
学
等
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
と
ゼ
ミ
生
さ
ん
と
の
活
動
の
中
で
、
特
に
ご
紹
介
し
て
お
き
た
い
の
は
、
平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
の
発
災
以
降
、
定
年
退
職
さ

れ
る
ま
で
、毎
年
欠
か
さ
ず
実
施
さ
れ
て
き
た
東
日
本
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。
被
災
者
の
方
に
と
っ
て
、災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
何
も
の
に
も
か
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
本
当
に
重
要
な
支
援
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
先
生
は
、
活

動
を
は
じ
め
ら
れ
る
に
あ
た
り
、
現
地
の
担
当
の
方
と
直
接
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
事
前
の
準
備
（
事
務
的
な
も
の
を
含
む
）
の
か
な
り

の
部
分
を
お
一
人
で
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
学
生
さ
ん
に
は
、
ゼ
ミ
等
を
通
じ
て
、
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
の
心
構
え
や
基
礎
知
識
の
修
得

等
を
指
導
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
現
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
、
学
生
さ
ん
の
安
全
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
、

学
生
さ
ん
も
、
被
災
者
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
様
々
な
経
験
を
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
学
生
さ
ん
に
と
っ
て
は
、
法
学
部

の
学
生
と
し
て
、
被
災
者
の
方
々
が
被
災
後
の
生
活
の
中
で
、
現
実
に
ど
の
よ
う
な
困
難
に
直
面
し
、
そ
の
よ
う
な
困
難
に
対
し
法
は
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
一
つ
の
機
会
を
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
生
の
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
ひ
と
ま
ず
、
先
生
の
ご
退
職
に
よ
っ
て
、
一
つ
の
区
切
り
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
は
し
ま
し
た
が
、
先

生
と
ゼ
ミ
生
さ
ん
が
実
践
さ
れ
た
よ
う
に
、
被
災
者
に
対
す
る
支
援
活
動
は
、
継
続
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
と
い
う
の
も
、

被
害
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
被
災
者
の
生
活
再
建
、
被
災
地
域
の
復
興
に
は
時
間
が
か
か
る
か
ら
で
す
。
先
生
と
ゼ
ミ
生
さ
ん
の
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活
動
は
、
支
援
の
実
践
と
い
う
こ
と
自
体
に
意
味
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
法
学
部
の
ゼ
ミ
を
通
じ
て
の
教
育
・
指
導
と
い
う
点
で
、
学
生

さ
ん
の
人
と
し
て
の
成
長
、
現
実
の
社
会
で
法
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
の
か
を
具
体
的
に
考
え
る
場
と
し
て
、
非
常
に
有
意
義
な

も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
活
動
を
現
に
な
さ
れ
た
皆
様
に
、
こ
の
場
を
借
り
て
、
敬
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３　

研
究
活
動

　

①
研
究
内
容　
　

鳥
谷
部
先
生
の
ご
研
究
は
、
大
学
院
で
の
「
権
利
を
目
的
と
す
る
担
保
」
か
ら
は
じ
ま
っ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。

先
生
が
研
究
代
表
者
を
さ
れ
た
共
同
科
研
（
基
盤
研
究
（
Ｂ
）「
非
典
型
担
保
の
実
態
・
解
釈
・
立
法
」）
の
研
究
会
で
、
そ
の
当
時
の
こ

と
を
よ
く
ご
存
知
で
あ
る
先
生
か
ら
お
伺
い
し
た
話
で
す
が
、
以
前
は
、
担
保
と
い
え
ば
、
不
動
産
担
保
や
動
産
担
保
が
一
般
的
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
先
生
の
院
生
時
代
の
研
究
は
、
そ
の
当
時
と
し
て
は
、
先
駆
的
な
も
の
だ
っ
た
と
い
え
、
そ
の
研
究
の
成
果
は
、

法
律
時
報
に
二
回
に
分
け
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
（「
権
利
の
譲
渡
担
保
（
１
）（
２
・
完
）」）。
そ
の
後
も
、
先
生
は
、
将
来
性
を
考
慮

さ
れ
て
、
債
権
質
、
債
権
の
譲
渡
担
保
、
法
定
相
殺
・
相
殺
予
約
、
代
理
受
領
な
ど
の
沿
革
、
法
的
性
質
、
効
力
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
法

等
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
ら
れ
、
担
保
の
目
的
で
は
同
じ
で
も
、
そ
れ
ら
の
効
力
が
異
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
保
の

構
造
が
異
な
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
各
担
保
構
造
か
ら
効
力
を
導
く
と
い
う
結
論
に
到
達
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
視
角
か
ら
、
先

生
の
ご
研
究
は
、よ
り
複
雑
に
各
担
保
方
法
が
競
合
・
交
錯
す
る
場
合
（
代
理
受
領
と
債
権
譲
渡
担
保
、債
権
譲
渡
担
保
と
相
殺
等
）
に
も
、

担
保
構
造
の
比
較
を
通
じ
て
、
そ
の
優
劣
関
係
を
明
確
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
鳥
谷
部
先
生
は
、
研
究
対
象
を
不
動
産
担
保
に
も
拡
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
先
生
は
、
抵
当
権
、
不
動
産
質
権
、
不
動

産
譲
渡
担
保
な
ど
に
つ
い
て
も
、
担
保
構
造
か
ら
効
力
を
導
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、
物
上
代
位
な
ど
が
媒
介
す
る
場
合
に
は
、
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抵
当
権
と
債
権
譲
渡
担
保
・
相
殺
な
ど
が
競
合
し
う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
優
先
関
係
に
つ
い
て
も
研
究
を
発
展
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
成
果
は
、
代
表
的
に
は
、
共
に
信
山
社
の
学
術
選
書
で
あ
る
『
非
典
型
担
保
の
法
理
』（
二
〇
〇
九
年
、
単
著
）

や
『
金
融
担
保
の
法
理
』（
二
〇
一
六
年
、単
著
）
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
（
後
者
に
つ
い
て
は
、法
律
時
報
の
「
民
法
学
の
歩
み
」

（
二
〇
一
七
年
一
二
月
号
、
小
山
泰
史
執
筆
）
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
学
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご
研
究
は
、
担
保
法
の
領
域
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ

の
他
に
も
、
徐
々
に
民
法
を
中
心
と
し
な
が
ら
研
究
領
域
を
拡
げ
ら
れ
、
次
の
六
つ
の
研
究
に
も
力
を
入
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
は
、
銀
行
取
引
約
定
書
、
敷
金
の
性
質
・
管
理
、
不
動
産
の
証
券
化
・
流
動
化
等
の
金
融
担
保
に
関
連
す
る
研
究
で
す
。
こ

れ
ら
の
研
究
は
、
前
述
の
権
利
・
不
動
産
担
保
と
密
接
な
関
連
性
を
有
す
る
も
の
で
、
先
生
の
先
行
研
究
の
成
果
を
さ
ら
に
充
実
・
発
展

さ
せ
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

第
二
は
、
原
野
商
法
、
欠
陥
住
宅
問
題
、
消
費
者
契
約
法
な
ど
の
消
費
者
問
題
に
関
す
る
研
究
で
す
。
消
費
者
問
題
に
つ
い
て
は
、
具

体
的
な
問
題
へ
の
対
処
も
非
常
に
重
要
で
す
。
複
数
あ
る
先
生
の
業
績
の
中
で
も
、
こ
こ
で
は
、
そ
う
い
っ
た
視
点
も
加
味
し
て
多
く
の

広
島
の
弁
護
士
さ
ん
と
共
同
執
筆
さ
れ
編
集
を
担
当
さ
れ
た
『
消
費
者
法
』（
山
田
延
廣
弁
護
士
と
共
編
著
、
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
〇
三

年
。
第
二
版
は
二
〇
一
〇
年
）
を
あ
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
同
書
は
、
実
務
家
の
先
生
方
と
の
共
同
の
成
果
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

学
生
等
の
教
育
の
た
め
に
も
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

第
三
は
、瀬
戸
内
海
に
お
け
る
海
砂
利
採
取
、全
国
の
骨
材
供
給
、福
島
原
発
事
故
責
任
な
ど
の
環
境
問
題
に
関
す
る
研
究
で
す
。
特
に
、

海
砂
利
採
取
、
骨
材
供
給
に
関
す
る
研
究
は
、
中
四
国
地
域
の
先
生
方
と
の
共
同
科
研
で
、
鳥
谷
部
先
生
が
主
に
担
当
さ
れ
た
研
究
テ
ー

マ
で
あ
る
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
の
実
態
調
査
を
基
礎
に
、
海
砂
利
採
取
の
禁
止
と
そ
の
代
替
材
の

調
達
を
一
体
と
し
て
考
え
る
と
の
視
点
で
、
研
究
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
環
境
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
単
に
禁
止
だ
け
で
問
題
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が
解
決
す
る
と
は
限
ら
ず
、
禁
止
の
先
を
見
据
え
た
視
点
か
ら
の
研
究
は
、
示
唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

第
四
は
、
法
人
制
度
改
革
、
一
般
法
人
・
公
益
法
人
・
営
利
法
人
の
関
係
、
そ
の
共
通
性
と
独
自
性
な
ど
法
人
論
に
関
す
る
研
究
で
す
。

こ
れ
に
関
す
る
研
究
成
果
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
直
近
の
も
の
で
は
、
平
成
三
〇
年
に
崇
実
大
学
校
で
行
わ
れ
た
学
術
大
会
で
の
報

告
「
民
法
・
特
別
法
上
の
法
人
制
度
と
最
近
の
動
向
」（
崇
実
大
学
校
・
法
学
論
叢
四
三
号
に
所
収
）
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
学
術
大
会
で

の
他
の
三
報
告
と
併
せ
、
法
人
制
度
を
め
ぐ
る
韓
日
の
議
論
の
深
化
、
相
互
理
解
に
と
っ
て
有
益
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

第
五
は
、
約
束
・
ル
ー
ル
・
所
有
権
な
ど
を
小
中
学
生
等
と
共
に
考
え
る
法
教
育
に
関
す
る
研
究
で
す
。
従
来
か
ら
の
法
教
育
の
素
材

と
し
て
は
、
公
法
を
取
り
扱
う
も
の
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
先
生
は
、
私
法
、
特
に
民
法
を
素
材
に
、
現
場
の
教
員
の
方
々
と
共

に
教
材
作
り
を
さ
れ
た
と
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果
は
、
従
来
な
か
っ
た
教
材
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に
、
よ
り
よ

い
教
材
を
作
る
た
め
の
議
論
の
素
材
を
提
供
す
る
と
い
う
意
味
で
も
、
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

第
六
は
、
東
日
本
大
震
災
を
中
心
と
す
る
被
災
地
の
居
住
権
に
関
す
る
研
究
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
す

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
前
項
２
も
参
照
）。
こ
こ
で
、
補
足
と
し
て
、
先
生
の
研
究
と
学
生
さ
ん
の
活
動
の
成
果
で
あ
る
広
島
大
学
法
学
部
民

法
研
究
室
『
大
災
害
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
法
的
支
援
』（
二
〇
一
八
年
、
自
費
出
版
）
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
は
、

平
成
三
〇
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
前
述
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
資
料
集
で
す
が
、
長
年
、
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
て
き
た
者
の
一
人
と
し
て
、

先
生
の
広
島
大
学
で
の
教
育
・
研
究
指
導
が
集
約
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
は
、
法
学
部
生
、
大
学
院
生
、
教
員

と
様
々
で
、「
調
べ
、
考
え
、
ま
と
め
た
も
の
」
を
「
後
に
残
す
」
と
い
う
こ
と
を
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
教
員
と

し
て
、「
ま
と
め
る
」
ま
で
は
よ
く
し
ま
す
が
、
鳥
谷
部
先
生
は
、
以
前
か
ら
、
ま
と
め
た
も
の
を
「
残
す
」
と
い
う
こ
と
に
気
を
配
ら

れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
活
動
の
「
継
続
」
と
共
に
、
そ
の
成
果
を
「
残
す
」。
先
生
が
い
ろ
ん
な
場
面
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
、
こ
の
資
料
集
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
次
第
で
す
。
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②
研
究
会
・
学
界
活
動
な
ど　
　

研
究
成
果
と
深
く
関
連
す
る
の
が
、
研
究
会
・
学
界
で
の
活
動
で
す
。
広
島
大
学
で
の
研
究
と
の
関

係
で
は
、
民
事
法
研
究
会
（
広
島
大
学
）、
日
本
土
地
法
学
会
中
国
支
部
研
究
会
で
の
活
動
が
中
心
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、

近
畿
大
学
在
職
中
に
事
務
局
を
さ
れ
て
い
た
取
引
法
研
究
会
、
現
代
担
保
法
研
究
会
や
広
島
の
欠
陥
住
宅
問
題
研
究
会
に
も
参
加
さ
れ
て

い
た
よ
う
に
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
広
島
の
二
つ
の
研
究
会
で
は
、
代
表
、
支
部
長
を
長
年
務
め
ら
れ
、
研
究
報
告
は
も
と
よ
り
、

研
究
会
の
組
織
・
運
営
の
点
で
も
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

学
界
で
は
、
日
本
私
法
学
会
、
日
本
法
社
会
学
会
、
信
託
法
学
会
、
金
融
法
学
会
、
農
業
法
学
会
の
各
会
員
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
日

本
土
地
法
学
会
、
比
較
法
学
会
、
日
本
消
費
者
法
学
会
で
は
会
員
・
理
事
と
し
て
活
動
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
の
こ
と
と
し
て
は
、

日
本
土
地
法
学
会
で
は
、
平
成
二
九
年
に
理
事
長
、
昨
年
一
〇
月
に
は
会
長
に
就
任
さ
れ
、
ま
た
、
日
本
消
費
者
法
学
会
で
は
昨
年
一
一

月
に
開
催
さ
れ
た
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
企
画
担
当
者
兼
報
告
者
と
し
て
、
両
学
会
の
組
織
・
運
営
に
お
い
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
に
加
え
、
先
生
は
、
中
四
国
地
域
の
学
術
交
流
で
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
、
平
成
一
五
年
か
ら
三
年
間
、
中
四
国
法

政
学
会
の
事
務
局
・
代
表
を
務
め
ら
れ
て
以
降
、
い
ま
な
お
中
四
国
地
域
に
お
け
る
民
事
法
領
域
で
の
学
術
交
流
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
際
的
な
学
術
交
流
に
つ
い
て
も
積
極
的
で
、
こ
れ
ま
で
ド
イ
ツ
、
中
国
、
韓
国
の
研
究
者
と
の
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
に
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
平
成
七
年
に
日
本
土
地
法
学
会
中
国
支
部
研
究
会
の
事
務
局
を
引
き
受
け
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
毎
年
、
韓
国
・

土
地
法
学
会
と
の
学
術
交
流
大
会
に
参
加
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
以
降
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
日
本
と
韓
国
の
土
地
法
を
通
じ
た
学
術
交

流
に
お
い
て
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、中
国
と
の
学
術
交
流
で
も
、留
学
生
や
客
員
研
究
員
を
多
く
受
け
入
れ
、

交
流
協
定
を
締
結
し
た
中
国
の
教
育
研
究
機
関
で
の
講
演
を
複
数
担
当
さ
れ
る
な
ど
、
国
際
的
な
学
術
交
流
に
つ
い
て
も
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
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４　

学
内
行
政
、
社
会
に
お
け
る
活
動

　

鳥
谷
部
先
生
は
、
法
学
部
・
大
学
院
社
会
科
学
研
究
科
・
同
法
務
研
究
科
で
の
各
種
委
員
会
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
学
部
・
大
学
院
、
大

学
の
管
理
・
運
営
に
か
か
わ
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
特
に
、
法
学
部
で
は
、
障
害
学
生
就
学
支
援
検
討
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
学
生
の

受
け
入
れ
態
勢
を
大
学
・
法
学
部
と
調
整
し
な
が
ら
整
備
す
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
、
ま
た
、
国
家
試
験
等
対
策
委
員
会
の
委
員
と
し
て
は
、

司
法
書
士
を
目
指
す
学
生
さ
ん
へ
の
試
験
対
策
支
援
の
ほ
か
、
法
学
検
定
試
験
の
団
体
試
験
会
場
の
申
請
等
、
学
生
へ
の
就
学
支
援
・
環

境
の
整
備
等
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
外
の
審
議
会
等
の
委
員
も
数
多
く
お
引
き
受
け
に
な
り
、
社
会
に
対
す
る
貢
献
活
動
も
幅
広
く
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近

で
は
、
平
成
二
九
年
に
広
島
市
消
費
者
審
議
会
会
長
、
広
島
県
収
用
委
員
会
会
長
に
就
任
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
、
地
域
社
会
に
対
し

大
き
な
貢
献
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

５　

そ
の
他

　

最
後
に
、
そ
の
他
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
の
ご
趣
味
に
関
連
づ
け
た
こ
と
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
の
趣
味
の
一
つ
は
、お
そ
ら
く
、家
庭
菜
園
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
も
う
、二
〇
年
以
上
前
に
な
り
ま
す
が
、私
が
ま
だ
院
生
の
頃
、

他
の
複
数
の
院
生
さ
ん
と
共
に
、
先
生
の
ご
自
宅
を
訪
れ
た
際
に
は
、
確
か
に
、
ご
自
宅
の
庭
に
存
在
し
た
も
の
は
、「
家
庭
菜
園
」
レ

ベ
ル
の
も
の
で
し
た
。
そ
の
後
、数
年
ご
と
に
、先
生
の
ご
自
宅
を
訪
れ
る
と
、そ
の
「
家
庭
菜
園
」
だ
っ
た
は
ず
の
も
の
が
、レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
あ
る
日
を
境
に
、
ほ
ぼ
私
の
中
で
は
「
畑
（
農
地
）」
と
の
認
識
に
庭
が
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
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そ
う
い
え
ば
、
お
仕
事
が
忙
し
く
な
る
に
つ
れ
、「
一
つ
の
い
い
気
分
転
換
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
先
生
の
気

分
転
換
の
成
果
と
し
て
、「
家
庭
菜
園
」
が
「
畑
」
と
な
り
、先
生
が
と
に
か
く
定
年
を
迎
え
ら
れ
こ
と
を
指
導
を
受
け
た
一
学
生
と
し
て
、

本
当
に
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
（
当
然
、研
究
室
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、寂
し
い
の
で
す
が
）。「
畑
」
レ
ベ
ル
に
な
れ
ば
、

当
然
、
そ
の
維
持
・
管
理
が
必
要
と
な
り
、
引
き
続
き
、
い
ろ
い
ろ
と
お
身
体
を
動
か
す
作
業
を
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
私
も
、

一
度
大
き
く
体
調
を
崩
し
て
以
降
、
常
日
頃
か
ら
身
体
の
負
担
に
な
り
す
ぎ
な
い
運
動
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
る
体
力
の
維
持
が
重
要
で

あ
る
と
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
未
だ
に
、
様
々
な
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
是
非
、
今
後
も
お

元
気
に
お
過
ご
し
い
た
だ
き
た
く
、
適
度
な
教
育
・
研
究
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
に
従
事
さ
れ
る
と
共
に
、
家
庭
菜
園
な
ど
の
適
度
の
運

動
に
も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
冒
頭
で
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
、
先
生
と
長
年
ご
一
緒
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
先
生
の
「
人
と

学
問
」
に
つ
い
て
は
本
文
で
書
き
尽
く
せ
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
先
生
は
、
ご
退
職
後
も
、
八
本
松
の
ご
自
宅
を
中
心
に
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
文
で
書
け
な
か
っ
た
こ
と
等
に
つ
い
て
は
、
是
非
、
広
島
大
学
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
機
会
や
研
究
会
・
学
会

等
の
場
で
、
鳥
谷
部
先
生
や
私
な
ど
に
聞
い
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
そ
う
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
今
後
も
、
先
生
を
中

心
と
し
た
交
流
の
場
が
設
け
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
る
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
鳥
谷
部
先
生
の
広
島
大
学
で
の
ご
功
績
に
ま
ず
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
僭
越
で
は
あ
り
ま
す
が
、
卒

業
生
・
修
了
生
の
代
表
と
し
て
、
先
生
の
ご
指
導
・
ご
厚
情
に
重
ね
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
先
生
の
ご
研
究
の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
共
に
、

先
生
の
ご
家
族
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
す
る
こ
と
で
結
び
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


